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中
国
研
究
集
刊 

夜
号
（
総
六
十
一
号
）
平
成
二
十
七
年
十
二
月　

一
〇
〇
︱
一
〇
八
頁

秦
簡
牘
の
全
容
に
迫
る

─
陳
偉
主
編
『
秦
簡
牘
合
集
』

湯
浅
邦
弘

草
野
友
子

一
、『
秦
簡
牘
合
集
』
の
刊
行

清
華
大
学
竹
簡
や
北
京
大
学
竹
簡
の
公
開
に
よ
り
、
出
土
資
料

研
究
の
中
心
が
首
都
北
京
に
移
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も

思
わ
れ
て
い
た
矢
先
、
い
や
や
は
り
湖
北
の
地
こ
そ
出
土
簡
牘
研

究
の
拠
点
で
あ
る
と
誇
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
大
冊
が
、
先
頃

刊
行
さ
れ
た
。
武
漢
大
学
の
陳
偉
教
授
を
主
編
と
す
る
『
秦
簡
牘

合
集
』
全
四
巻
六
冊
（
全
二
六
五
三
頁
、
武
漢
大
学
出
版
社
、
二

〇
一
四
年
十
二
月
）
で
あ
る
。

こ
の
書
は
、
中
国
教
育
部
哲
学
社
会
科
学
研
究
重
大
課
題
攻
関

項
目
「
秦
簡
牘
的
総
合
整
理
与
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ

り
、
戦
国
時
代
後
期
か
ら
秦
代
に
至
る
七
つ
の
秦
簡
牘
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
各
冊
の
内
訳
は
、次
の
通
り
で
あ
る
。

・
第
一
巻　

睡
虎
地
秦
墓
簡
牘
（
上
中
下
三
冊
）　

武
漢
大
学
簡

帛
研
究
中
心
、
湖
北
省
博
物
館
、
湖
北
省
文
物
考
古

研
究
所
編

・
第
二
巻　

龍
崗
秦
墓
簡
牘
・
郝
家
坪
秦
墓
木
牘　

武
漢
大
学
簡

帛
研
究
中
心
、
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
、
四
川
省

文
物
考
古
研
究
所
編

・
第
三
巻　

周
家
台
秦
墓
簡
牘
・
岳
山
秦
墓
木
牘　

武
漢
大
学
簡

帛
研
究
中
心
、
荊
州
博
物
館
編

・
第
四
巻　

放
馬
灘
秦
墓
簡
牘　

武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
、
甘

（ 100 ）



粛
簡
牘
博
物
館
編

こ
の
内
、
三
冊
か
ら
な
る
睡
虎
地
秦
墓
簡
牘
に
つ
い
て
補
足
し

て
お
く
と
、
内
容
は
、
そ
の
大
半
を
占
め
る
「
睡
虎
地
十
一
号
秦

墓
竹
簡
」、
お
よ
び
「
睡
虎
地
四
号
秦
墓
木
牘
」
か
ら
な
る
。
上

冊
に
概
説
と
釈
文
・
注
釈
、
中
冊
に
原
寸
大
モ
ノ
ク
ロ
写
真
、
下

冊
に
二
倍
に
拡
大
し
た
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
五
年
で
あ
っ

た
。
七
二
年
に
発
見
さ
れ
た
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
、
翌
七
三
年
に
発

見
さ
れ
た
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
と
と
も
に
、
学
界
に
大
き
な
衝
撃
を

与
え
た
新
出
土
資
料
で
あ
る
。

で
は
、
今
回
刊
行
さ
れ
た
こ
の
『
合
集
』
に
は
ど
の
よ
う
な
研

究
上
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
秦
簡
牘
を
集
大
成
し
た
と
い
う

点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
戦
国
時
代
の
後
半
か
ら
秦
代
に
至
る
秦

簡
牘
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
版
、
釈

文
、
研
究
書
な
ど
を
収
集
し
、
個
別
に
検
討
す
る
以
外
に
な
か
っ

た
。
し
か
し
こ
の
『
合
集
』
で
は
、
全
六
冊
に
そ
れ
ら
が
集
成
さ

れ
、
き
わ
め
て
利
便
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
陳
偉
氏
に
は
、
過

去
に
も
、『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』（
経
済
科
学
出
版

社
、
二
〇
〇
九
年
）
の
刊
行
が
あ
り
、
そ
れ
は
楚
地
か
ら
出
土
し

た
戦
国
簡
冊
を
集
大
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
「
集

成
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
こ
の
『
合
集
』
に
も
共
通
し
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
本
書
の
方
が
遙
か
に
そ
の
規
模
が
大
き
い
。
そ
し
て
、

『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』
と
の
決
定
的
な
違
い
は
、
各

資
料
に
、
そ
れ
ぞ
れ
鮮
明
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点

で
あ
る
（
但
し
、
そ
の
後
、
竹
簡
図
版
入
り
の
シ
リ
ー
ズ
『
楚
地

出
土
戦
国
簡
冊
合
集
』
が
現
在
刊
行
中
で
あ
る
）。
こ
れ
に
よ
り
、
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釈
文
と
写
真
を
容
易
に
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
写

真
は
二
種
類
あ
っ
て
、
原
寸
大
写
真
で
は
、
そ
の
全
体
を
俯
瞰
す

る
こ
と
が
で
き
、
拡
大
写
真
で
は
、
そ
の
細
部
を
検
討
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
こ
の
『
合
集
』
は
秦
簡
牘
の

全
容
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
提
供
し
て
い
る
。こ
の
点
が
第
一
の
特

色
で
あ
る
。

第
二
は
、
こ
の
『
合
集
』
の
編
集
に
、
第
一
級
の
専
門
家
と
若

手
研
究
者
が
総
動
員
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
試
み
に
、

各
冊
の
担
当
者
を
以
下
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。

・
第
一
巻　

睡
虎
地
十
一
号
秦
墓
竹
簡
…
…
彭
浩
、
劉
楽
賢
、
万

全
文
、
晏
昌
貴
、
伊
強

睡
虎
地
四
号
秦
墓
木
牘
…
…
陳
偉
、
万
全
文

・
第
二
巻　

龍
崗
秦
墓
簡
牘
…
…
李
天
虹
、
曹
方
向
、
蔡
丹

郝
家
坪
秦
墓
木
牘
…
…
陳
偉
、
高
大
倫

・
第
三
巻　

周
家
台
秦
墓
簡
牘
…
…
劉
国
勝
、
彭
錦
華

岳
山
秦
墓
木
牘
…
…
劉
国
勝

・
第
四
巻　

放
馬
灘
秦
墓
簡
牘
…
…
孫
占
宇
、
晏
昌
貴

こ
の
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
は
、
出
土
資
料
研
究
の
精
鋭
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
内
容
も
、
期
待
に
違
わ
ず
高
い
水
準
に
あ
る
。
ま

た
、
こ
う
し
た
多
数
の
研
究
者
を
統
括
し
た
陳
偉
氏
の
手
腕
も
高

く
評
価
さ
れ
る
。

第
三
は
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
釈
文
、
注
釈
、
写
真
版
の
精
度

が
高
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
睡
虎
地
十
一
号
秦
墓
竹
簡

（
当
初
は
「
雲
夢
秦
簡
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
に
つ
い
て
は
、
一

九
七
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』（
睡
虎
地
秦
墓

竹
簡
整
理
小
組
編
、
文
物
出
版
社
）
が
研
究
の
基
礎
的
資
料
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
横
組
み
簡
体
字
で
、
掲
載
写
真
も
わ
ず
か

に
二
枚
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
に
同
じ

く
文
物
出
版
社
か
ら
大
型
の
図
版
と
し
て
、
同
名
の
『
睡
虎
地
秦

墓
竹
簡
』
が
刊
行
さ
れ
、
釈
文
と
注
釈
は
縦
組
み
繁
体
字
に
改
め

ら
れ
、
か
つ
全
簡
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
写
真
は
き
わ

め
て
判
読
し
づ
ら
い
不
鮮
明
な
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
回
刊
行
さ
れ
た
『
合
集
』
は
、
横
組
み
と
い
う
点

で
は
少
し
日
本
の
読
者
に
は
違
和
感
も
あ
ろ
う
が
、
公
開
以
降
の

研
究
成
果
を
充
分
に
盛
り
込
ん
で
、
釈
文
を
作
り
直
し
、
ま
た
詳

細
な
注
釈
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
見
逃
せ
な

い
の
は
、
赤
外
線
撮
影
に
よ
る
鮮
明
な
画
像
の
提
供
で
あ
る
。
当

初
、
黒
々
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
竹
簡
も
、
こ
の
『
合
集
』
で
は

鮮
明
に
文
字
が
判
読
で
き
る
。
こ
う
し
た
技
術
革
新
も
あ
っ
て
、

釈
文
・
注
釈
の
精
度
が
格
段
に
高
く
な
っ
て
い
る
と
評
価
で
き
る

の
で
あ
る
。
今
回
新
た
に
釈
読
を
改
め
た
文
字
は
数
百
字
に
上

り
、
竹
簡
の
綴
合
・
編
連
・
分
篇
に
つ
い
て
も
、
約
百
箇
所
に
つ

（ 102 ）



い
て
再
調
整
を
行
っ
た
と
い
う
。

出
土
資
料
は
、
研
究
を
前
進
さ
せ
る
起
爆
剤
で
あ
る
。
し
か

し
、
資
料
を
個
別
に
見
て
い
る
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
そ
の
真
価

を
把
握
で
き
な
い
。
本
書
を
活
用
し
て
秦
簡
牘
を
横
断
し
、
さ
ら

に
は
、
近
年
出
土
・
公
開
が
続
い
て
い
る
戦
国
簡
、
漢
簡
な
ど
と

の
比
較
も
行
え
ば
、
中
国
古
代
研
究
は
飛
躍
的
に
前
進
す
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
『
合
集
』
は
、
そ
う
し
た
研
究
の
一
大
画
期
を
も
た

ら
す
に
違
い
な
い
。

�

（
湯
浅
邦
弘
）

二
、
本
書
の
構
成
と
再
整
理
の
成
果

以
下
、
本
書
の
構
成
と
再
整
理
の
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

き
た
い
。

ま
ず
、
本
書
収
録
の
簡
牘
の
概
要
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
便
宜

上
、
出
土
年
代
ご
と
に
概
説
す
る
。

【
睡
虎
地
秦
墓
簡
牘
】（
第
一
巻
収
録
）

一
九
七
五
年
、
湖
北
省
雲
夢
県
の
睡
虎
地
十
一
号
墓
に
お
い
て

竹
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
総
数
は
約
一
一
五
〇
枚
で
、
そ
の
他
に
い

く
つ
か
の
残
片
が
あ
る
。
当
初
、「
雲
夢
秦
簡
」
と
称
さ
れ
て
い

た
が
、
後
に
同
じ
雲
夢
県
の
龍
崗
か
ら
も
竹
簡
が
出
土
し
た
た

め
、「
睡
虎
地
」
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
墓
主
は
、
前

二
一
七
年
に
死
亡
し
た
「
喜
」
と
い
う
人
物
で
あ
り
、
治
獄
（
法

律
案
件
の
審
理
）
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
物
と
さ
れ
る
。
内
容
は
、

律
令
の
条
文
を
記
し
た
『
秦
律
十
八
種
』『
效
律
』『
秦
律
雑
抄
』、

律
令
の
解
釈
と
治
獄
の
規
定
を
記
し
た
『
法
律
答
問
』『
封
診
式
』、

官
吏
に
対
す
る
訓
誡
を
記
し
た
『
語
書
』『
為
吏
之
道
』、
擇
日

（
吉
日
を
選
ぶ
こ
と
）
を
主
と
す
る
数
術
文
献
「
日
書
」（
甲
種
・

乙
種
）、
お
よ
び
秦
の
重
大
事
件
と
墓
主
の
経
歴
を
記
し
た
『
編

年
記
』
の
十
種
に
分
類
さ
れ
る
。『
日
書
』
と
『
編
年
記
』
以
外

は
す
べ
て
秦
の
法
律
に
関
係
す
る
資
料
で
あ
り
、「
喜
」
が
職
務

を
遂
行
す
る
上
で
参
照
し
て
い
た
法
律
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
十
一
号
墓
と
隣
接
す
る
四
号
墓
か
ら
木
牘
二
件
（
十
一

号
牘
・
六
号
牘
）
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
木
牘
は
出
征
す
る
士

卒
が
家
族
に
書
い
た
書
信
で
あ
り
、
当
時
の
家
族
構
成
や
軍
事
制

度
・
軍
事
形
勢
な
ど
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。

十
一
号
牘
は
秦
始
皇
二
十
四
年
（
前
二
二
三
年
）
に
、
六
号
牘
は

同
年
三
月
以
後
、
夏
季
に
入
る
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。

【
郝
家
坪
秦
墓
木
牘
】（
第
二
巻
収
録
）

一
九
八
〇
年
、
四
川
省
青
川
県
の
郝
家
坪
五
十
号
秦
墓
か
ら
木

（ 103 ）



牘
二
件
（
十
六
号
木
牘
・
十
七
号
木
牘
）
が
出
土
し
た
。
十
六
号

牘
の
正
面
に
は
『
田
律
』
の
条
文
が
書
写
さ
れ
、
そ
の
背
面
と
十

七
号
牘
は
道
路
修
繕
の
記
録
で
あ
り
、『
田
律
』
中
の
道
路
修
繕

お
よ
び
維
持
・
保
護
の
規
定
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。『
田
律
』
の
冒
頭
に
は
「
二
年
十
一
月
己
酉
朔
朔
日
、
王
命

丞
相
戊
（
茂
）」
と
あ
り
、
そ
の
背
面
の
冒
頭
に
は
「
四
年
十
二

月
不
除
道
者
」
と
あ
る
。
整
理
者
は
「
戊
」
は
甘
茂
（
秦
武
王
期

の
左
丞
相
）、
二
年
は
秦
武
王
二
年
（
前
三
〇
九
年
）、
四
年
は
秦

武
王
四
年
（
前
三
〇
七
年
）
と
見
な
し
て
お
り
、
こ
の
解
釈
に
よ

る
と
、
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
秦
簡
牘
の
中
で
最
も
早
い
時
期

の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
放
馬
灘
秦
墓
簡
牘
】（
第
四
巻
収
録
）

一
九
八
六
年
、
甘
粛
省
天
水
市
の
放
馬
灘
一
号
秦
墓
か
ら
竹
簡

約
四
六
〇
枚
と
、
木
牘
四
件
が
出
土
し
た
。
竹
簡
の
内
容
は
主
に

日
書
（
甲
種
・
乙
種
）
で
あ
り
、そ
の
他
の
六
枚
の
竹
簡
は
「
丹
」

と
呼
ば
れ
る
人
物
の
死
と
蘇
生
に
関
す
る
故
事
で
あ
る
。
こ
の
故

事
は
公
開
当
初
は
『
志
怪
故
事
』
と
仮
称
さ
れ
、現
在
で
は
『
丹
』

と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
竹
簡
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
、
学
界
で

意
見
が
分
か
れ
て
お
り
、
戦
国
中
期
頃
か
ら
秦
の
統
一
前
と
す
る

説
や
、
秦
の
統
一
以
後
と
す
る
説
な
ど
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
四
件
の
木
牘
に
は
地
図
が
描
か
れ
て
お
り
、
現
在
見
る
こ
と

が
で
き
る
最
も
早
い
時
期
の
地
図
の
実
物
で
あ
る
。

【
岳
山
秦
墓
木
牘
】（
第
三
巻
収
録
）

一
九
八
六
年
、
湖
北
省
江
陵
県
の
岳
山
三
十
六
号
秦
墓
か
ら
木

牘
二
件
が
出
土
し
た
。
そ
の
内
容
は
日
書
で
あ
る
。
整
理
者
は
、

該
墓
の
陶
器
の
風
格
、
お
よ
び
睡
虎
地
十
一
号
墓
と
接
近
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
年
代
は
秦
統
一
の
初
め
の
頃
と
見
な
し
て
い
る
。

こ
の
日
書
の
内
容
は
、
睡
虎
地
秦
簡
の
日
書
と
最
も
近
い
と
さ
れ

て
い
る
。

【
龍
崗
秦
墓
簡
牘
】（
第
二
巻
収
録
）

一
九
八
九
年
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
と
同
じ
雲
夢
県
城
関
の
龍
崗

六
号
墓
か
ら
竹
簡
二
九
〇
枚
余
り
と
木
牘
一
件
が
出
土
し
た
。
竹

簡
は
律
令
の
条
文
で
あ
り
、
木
牘
は
司
法
文
書
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
。
整
理
者
は
副
葬
品
の
陶
器
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
墓
は
秦

代
に
属
し
、
年
代
の
下
限
は
前
漢
に
は
至
ら
な
い
と
見
な
し
て
い

る
。
整
理
者
は
ま
た
、
簡
牘
の
書
写
年
代
の
上
限
は
お
そ
ら
く
秦

統
一
の
年
よ
り
や
や
遅
れ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

【
周
家
台
秦
墓
簡
牘
】（
第
三
巻
収
録
）

一
九
九
三
年
、
荊
州
市
沙
市
区
の
周
家
台
三
十
号
秦
墓
か
ら
竹

簡
三
八
一
枚
と
木
牘
一
件
が
出
土
し
た
。
内
容
は
、
日
書
・
病
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方
・
始
皇
三
十
四
年
質
日
・
三
十
六
年
日
・
三
十
六
年
置
居
と
二

世
元
年
日
で
あ
る
。
整
理
者
は
、
該
墓
は
睡
虎
地
十
一
号
秦
墓
よ

り
や
や
遅
れ
る
と
見
な
し
、
下
葬
年
代
を
秦
代
と
推
定
し
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
副
葬
品
の
風
格
と
結
び
つ
け
て
見
る
と
、
年

代
の
下
限
は
さ
ら
に
下
り
、
前
漢
初
年
に
至
る
可
能
性
も
排
除
で

き
な
い
と
い
う
見
解
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
が
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
秦
簡
牘
の
概
要
で
あ
る
。
次

に
、
本
書
の
構
成
と
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
詳
細
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
き
た
い
。

本
書
は
、
概
述
、
釈
文
・
注
釈
、
主
要
参
考
文
献
、
簡
牘
の
写

真
図
版
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
簡
号
対
照
表
や
綴

合
調
整
一
覧
が
附
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
各
簡
牘
の
冒
頭
の
概
述
に
お
い
て
、
発
見
の
経
緯
や
整

理
と
資
料
公
開
の
状
況
な
ど
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
る
。

釈
文
・
注
釈
の
部
分
は
、
は
じ
め
に
文
献
の
基
礎
情
報
や
竹
簡

の
排
列
案
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
釈
文
は
、
基
本
的
に
内
容
に

よ
っ
て
篇
が
分
け
ら
れ
て
い
る
。
簡
牘
自
体
に
も
と
も
と
篇
名
が

あ
る
も
の
は
そ
の
篇
名
を
使
用
し
、
篇
名
が
な
い
も
の
は
整
理
者

あ
る
い
は
研
究
者
に
よ
っ
て
仮
称
さ
れ
た
篇
名
を
用
い
て
い
る
。

も
と
も
と
篇
名
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
や
仮
称
の
篇
名
を
使

用
す
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
文
意
に
よ
っ
て
仮

称
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
文
献
公
開
当
時
の
簡
牘
の
編
号

と
順
序
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
編
連
と
綴
合
に
つ
い
て
意
見

が
あ
る
場
合
は
注
釈
の
中
で
説
明
し
て
い
る
が
、
編
連
・
綴
合
が

妥
当
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
適
宜
変
更
が
加
え
ら

れ
て
い
る
（
但
し
、
編
号
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
）。

釈
文
は
通
行
字
を
使
用
し
、
簡
文
の
字
形
に
照
ら
し
て
厳
密
に

隸
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
内
容
が
近
い
簡
文
に
つ
い
て

は
、
釈
文
を
続
け
て
記
載
し
て
い
る
。
分
段
・
分
章
の
際
に
は
改

行
し
、
明
ら
か
に
連
続
し
な
い
も
の
と
、
連
続
が
確
定
で
き
な
い

簡
文
に
つ
い
て
は
、
一
行
を
空
け
て
記
載
し
て
い
る
。
釈
文
の
中

で
、
簡
牘
の
番
号
を
示
す
部
分
に
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
、
網

掛
け
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
分
欄
（
段
組
）
は
壹
、
貳
、
参
な
ど

を
用
い
て
表
示
し
、
木
牘
に
数
行
の
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
場
合

は
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
な
ど
を
用
い
て
表
示
し
て
い
る
。
綴
合
さ
れ
て
い

る
竹
簡
で
分
析
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
編
号
の
後
ろ
に

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
な
ど
を
附
し
て
い
る
。

異
体
字
・
仮
借
字
を
通
行
字
に
し
て
い
る
場
合
は
（　

）
内

に
、
誤
字
を
正
確
な
文
字
に
改
め
て
い
る
場
合
は
〈　

〉
内
に
、

残
っ
て
い
る
筆
画
や
文
意
に
よ
っ
て
文
字
が
確
定
で
き
る
場
合
は

【　

】
内
に
、
文
意
や
他
の
文
献
に
よ
っ
て
欠
文
を
補
え
る
場
合

は
〖　

〗
内
に
記
載
し
て
い
る
。
筆
画
が
不
鮮
明
な
字
や
欠
失
し

て
い
る
字
は
□
を
用
い
て
表
示
し
、
一
つ
の
「
□
」
が
一
文
字
に
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対
応
し
て
い
る
。
文
字
数
が
確
定
で
き
な
い
場
合
は
「
…
…
」
と

表
示
し
、
竹
簡
が
断
裂
し
て
い
る
場
合
は
「
〼
」
と
表
示
し
て
い

る
。
脱
字
・
衍
字
に
つ
い
て
は
、
釈
文
で
は
そ
の
ま
ま
掲
載
し
、

注
釈
の
中
で
説
明
し
て
い
る
。
も
と
も
と
す
で
に
削
ら
れ
て
い
る

字
は
「
○
」
と
表
示
し
て
い
る
。
簡
牘
中
、
分
篇
・
分
章
・
分
条

を
提
示
す
る
墨
点
な
ど
は
そ
の
ま
ま
掲
載
し
、
合
文
・
重
文
符
合

が
あ
る
場
合
は
該
当
す
る
文
字
を
直
接
記
載
し
て
い
る
。

注
釈
で
は
、
最
初
に
整
理
者
の
釈
文
・
注
釈
を
引
用
し
て
い

る
。
そ
の
際
に
は
「
原
釈
文
」「
原
注
釈
」
あ
る
い
は
「
整
理
者
」

「
再
整
理
者
」
と
述
べ
、
作
者
・
版
本
・
ペ
ー
ジ
数
な
ど
は
省
略

し
て
い
る
。
整
理
者
に
対
し
て
意
見
が
な
い
と
き
に
は
直
接
記
載

す
る
の
み
で
、
意
見
が
あ
る
と
き
に
は
「
今
按
」
を
加
え
て
説
明

し
て
い
る
。
注
釈
の
引
用
は
、
論
点
と
主
要
な
根
拠
を
選
び
、
簡

潔
に
記
載
し
て
い
る
。
先
行
研
究
を
引
用
す
る
際
、
明
確
な
書
き

誤
り
や
照
合
が
精
密
で
は
な
い
も
の
は
、
誤
り
を
改
め
て
い
る
。

文
献
の
引
用
や
分
析
の
際
に
は
、ペ
ー
ジ
数
は
表
記
し
て
い
な
い
。

主
要
参
考
文
献
は
、
各
文
献
の
後
ろ
に
略
称
を
附
し
、
本
書
の

中
で
引
用
す
る
と
き
に
は
そ
の
略
称
を
用
い
て
い
る
。

図
版
は
、
原
寸
大
写
真
と
拡
大
写
真
の
二
種
類
が
あ
り
、
適

宜
、
赤
外
線
画
像
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
原
寸
大
写
真
は
最
も
早

く
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
を
中
心
と
し
、
で
き
る
だ
け
出
土
時
の
状

況
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。
拡
大
写
真
は
原
寸
大
写
真
の
二
倍
の
大

き
さ
で
あ
り
、
通
常
の
図
版
あ
る
い
は
赤
外
線
画
像
の
中
で
最
も

良
い
も
の
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
図
版
の
編
号
は
釈
文
と
対
応

し
、
赤
外
線
画
像
の
編
号
の
下
に
は
、
通
常
の
図
版
と
区
別
す
る

た
め
に
波
線
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
写
真
図
版
は
基
本
的

に
モ
ノ
ク
ロ
で
あ
る
が
、
カ
ラ
ー
図
版
を
掲
載
し
て
い
る
箇
所
も

い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
以
下
、
本
書
の
成
果
を
五
つ
の
観
点
か
ら
紹
介
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
際
、
睡
虎
地
秦
簡
の
用
例
を
適
宜
引
用
し
て

解
説
す
る
。

第
一
は
、
再
整
理
中
に
見
つ
か
っ
た
も
の
、
未
発
表
の
図
版
、

疑
義
の
あ
る
簡
牘
画
像
を
新
た
に
検
討
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
例

え
ば
、
睡
虎
地
秦
簡
『
秦
律
十
八
種
』
倉
律
の
簡
31
「
不
備
」
の

二
字
の
残
片
は
、
一
九
八
一
年
出
版
の
『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
』

（
文
物
出
版
社
）
に
か
つ
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
七
七
年

出
版
の
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
線
装
本
（
文
物
出
版
社
）
と
一
九

九
〇
年
出
版
の
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
精
装
本
（
文
物
出
版
社
）

で
は
掲
載
箇
所
が
誤
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
の
再
整
理
中
に

左
右
が
ま
だ
断
裂
し
て
い
な
い
頃
の
画
像
が
見
つ
か
り
、
下
段
と

並
び
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

第
二
は
、
通
常
の
図
版
や
赤
外
線
画
像
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

未
釈
あ
る
い
は
釈
文
が
脱
し
て
い
た
字
を
新
た
に
釈
読
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
睡
虎
地
秦
簡
『
法
律
答
問
』
簡
42
の
「
一

（ 106 ）



十
」、
簡
１０９
の
「
有
辠
」、
日
書
甲
種
簡
８
貳
の
「
毋
」、
簡
１０７
背

面
の
「
凡
」
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
ま
た
、
旧
釈
で
は
未
確
定

で
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
新
た
な
釈
文
を
提
示
し
て
お
り
、
睡

虎
地
秦
簡
『
法
律
答
問
』
簡
１０１
「
盜
」（
原
釈
「
有
」）、
日
書
甲

種
１１０
貳
「
金
」（
原
釈
「
貨
」）、
簡
１４１
伍
「
恿
（
勇
）」（
原
釈

「
要
」）
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

第
三
は
、
重
文
・
合
文
の
認
定
と
釈
読
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本

書
で
は
、
こ
れ
ま
で
重
文
・
合
文
符
合
が
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
箇
所
、
重
文
・
合
文
符
合
が
誤
っ
て
文
字
と
認
識
さ
れ
て
い
た

箇
所
、
墨
点
が
誤
っ
て
重
文
符
合
と
認
識
さ
れ
て
い
た
箇
所
、
重

文
符
合
の
釈
読
の
誤
り
な
ど
に
つ
い
て
適
宜
訂
正
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
睡
虎
地
秦
簡
『
法
律
答
問
』
簡
１０５
の
「
告
」

字
、
日
書
甲
種
簡
１２１
背
面
の
「
衣
」
字
の
下
な
ど
は
、
原
釈
文
で

は
み
な
重
文
符
合
が
抜
け
て
お
り
、
本
書
で
は
一
つ
一
つ
補
っ
て

記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
睡
虎
地
秦
簡
日
書
甲
種
の
簡
48
背
面

壹
、
簡
25
背
面
貳
、
簡
34
背
面
貳
、
簡
35
背
面
参
な
ど
の
「
僞

═
」

は
、
整
理
者
は
二
字
の
合
文
と
し
て
「
僞
爲
」
と
釈
読
し
て
い
る

が
、
先
秦
・
秦
漢
の
伝
世
文
献
に
多
く
見
ら
れ
る
「
化
爲
」
の
用

例
を
根
拠
に
、「
化
爲
」
と
釈
読
す
る
説
を
提
示
し
て
い
る
。

第
四
は
、
字
義
と
解
読
の
方
面
で
も
多
く
の
成
果
が
あ
っ
た
点

で
あ
る
。
例
え
ば
、
睡
虎
地
秦
簡
『
秦
律
十
八
種
』
廏
苑
律
の
簡

18
「
縣
診
而
雜
買
（
賣
）
其
肉
」
の
「
雜
」
は
、
原
注
で
は
「
猶

俱
也
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
里
耶
秦
簡
に
見
え
る
祭
礼
に
供
え
る

品
の
販
売
記
録
と
対
照
さ
せ
る
と
、
二
人
の
人
物
が
共
に
購
入
し

た
こ
と
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、『
法
律
答
問
』

簡
１５６
「
大
夫
寡
」
は
、
原
注
で
は
「
寡
」
を
「
少
」
の
意
味
で
読

ん
で
い
る
が
、
里
耶
秦
簡
な
ど
の
資
料
に
よ
る
と
、「
大
夫
寡
」

は
大
夫
の
死
後
に
残
さ
れ
た
未
亡
人
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

第
五
は
、
綴
合
と
編
連
を
調
整
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
書
で

は
、
綴
合
・
編
連
に
疑
問
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
文
字
の
復
原

や
他
の
資
料
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
綴
合
・
編

連
を
提
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
睡
虎
地
秦
簡
日
書
乙
種
『
良

日
』
簡
73
の
綴
合
は
誤
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
上
・
下
段

（
簡
73
Ａ
・
簡
73
Ｂ
）
に
分
解
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
75
・
簡
78
と

綴
合
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
簡
78
＋
簡
73
Ｂ
を
簡
68
の
前
に
移
動

さ
せ
た
と
こ
ろ
、
改
訂
後
の
文
は
岳
山
秦
墓
木
牘
の
日
書
『
七
畜

日
』
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
っ
た
。

以
上
に
紹
介
し
た
例
は
ほ
ん
の
一
部
で
あ
り
、
全
巻
に
渡
っ
て

膨
大
な
量
の
修
訂
や
新
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
秦
簡

牘
を
研
究
す
る
際
に
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
本
書
を
読
む
こ
と
が
推

奨
さ
れ
る
。

最
後
に
、
近
年
発
見
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ

う
。
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
秦
簡
牘
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
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一
九
九
〇
年
代
に
発
見
さ
れ
た
も
の
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、

二
〇
〇
一
年
に
里
耶
秦
簡
（
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
所
蔵
）、

二
〇
〇
七
年
に
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
（
湖
南
大
学
岳
麓
書
院
所
蔵
）、

二
〇
一
〇
年
に
北
京
大
学
蔵
秦
簡
牘
な
ど
、
新
資
料
が
陸
続
と
発

見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
、
整
理
と
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
全
文
献
の
公
開
は
い
ま
だ
完
了
し
て
い
な

い
。
本
書
の
序
言
に
は
、「
今
後
、
条
件
が
備
わ
れ
ば
、『
秦
簡
牘

合
集
』
第
二
輯
を
整
理
・
出
版
し
た
い
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、こ

れ
ら
新
資
料
の
再
整
理
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

周
知
の
通
り
、
秦
代
は
そ
の
歴
史
的
背
景
か
ら
伝
世
文
献
が
乏

し
く
、
研
究
が
難
し
い
と
認
識
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
秦
簡
牘

が
大
量
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
で
は
秦
代
の
研
究
が

隆
盛
を
極
め
て
い
る
。
秦
簡
牘
の
研
究
成
果
を
集
大
成
し
た
『
秦

簡
牘
合
集
』
は
、
秦
代
の
歴
史
や
文
化
を
研
究
す
る
上
で
必
読
の

書
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

【
補
足
】
な
お
、
中
国
に
お
い
て
本
書
を
紹
介
し
て
い
る
記
事
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

・�

胡
平
生
「
秦
簡
合
集　

同
道
相
益
」（『
人
民
日
報
』
二
〇
一
五
年
七

月
二
十
八
日
二
十
四
版
）

・�

王
子
今
「
更
深
入
的
研
究

︱
評
陳
偉
主
編
《
秦
簡
牘
合
集
》」（『
光

明
日
報
』
二
〇
一
五
年
八
月
三
日
十
六
版
）

・�

侯
旭
東
「
秦
簡
整
理
的
新
里
程
碑
」（『
中
華
読
書
報
』
二
〇
一
五
年

八
月
十
二
日
十
版
）

・�

張
春
海
「
秦
簡
牘
綜
合
整
理
与
研
究
取
得
進
展
４
巻
６
冊
《
秦
簡
牘

合
集
》
面
世
」（
中
国
社
会
科
学
網
、
二
〇
一
五
年
九
月
十
日
）

�

（
草
野
友
子
）
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